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Ⅳ－３　看図アプローチ活用段階の２時間目
　この時間を校内の公開研究授業にあてた。この

時間では，まず，〈どんなみぶりなのか，体の動

きを具体的に説明する文を書く〉課題（ワーク

シート 2 シート①）を行う。シート①の設問では，

たとえば「右手を腰にあて，左手で頭をかいてい

る。困った顔をしている。」というようにみぶり

を文にする。次にワークシート 2 シート②の設

問で，前時で考えたきゅうちゃんのセリフを使い，

〈みぶりで伝えたいこと〉を書く。たとえば，「ガ

ラスをわっちゃった。失敗しちゃったな。」など

と書く。最後に，ワークシート 2 まとめの設問

で，さらにその状況を補足説明し（【外挿】をさ

らに広げ）ながら，〈みぶりが伝えることのでき

る内容に言及した説明文〉を完成させる。これら

3 つの設問通りに進んでいけば，たとえば「右手

を腰にあてて，左手で頭をかいて困った顔をすれ

ば，今，失敗しちゃったなあと思っていることを

あらわすことができる。」のようなひとまとまり

の説明文が書けることになる。この言語活動は「み

ぶりを使うと，自分の伝えたいことを言葉の代わ

りに表現することができる」という「みぶりのは

たらき」の具体例をまとまった文で表す作業とな

る。

　前時の想起をしたあと，本時の 1 つ目のメイ

ン活動「みぶりを説明する文を書く」のに必要な

言葉を確かめるための発問をした。ところが，初

めての公開研究授業で，校内中の教職員が教室に

入っていたためか，子どもたちは緊張して前時と

比べ発話が激減していた。

　そこで，筆者は，きゅうちゃんの絵を示し，み

ぶりをいくつか真似してみせた。「これはきゅう

ちゃんの体のどこ ?」と尋ね，みぶりを言う時

に使う言葉を子どもたちから引き出そうとした。

「みぶりを言う時に使う言葉はどんなのがあった

かな。きゅうちゃんの絵にあることは，…。」こ

こまで言うと子どもたちは少しずつ声を出し始

めた。「右手，左手，足，…。」「両手。」「両足。」

とぎれとぎれではあるが少しずつ発言が始まり，

きゅうちゃんの絵にあることを言葉に【変換】し

ていった。次に，筆者が両手を上に上げて大きな

丸を作るみぶりを示すと今度は「正解です。」と

そのみぶりの意味を答える児童も出てきた。そこ

で筆者は，「うん，それはみぶりの意味だね。こ

のみぶりを言葉で言いたい時はどう言うの ? 両手

を ?」と言いかけると，子どもたちは「両手をこ

のくらいの大きさに。」「両手を上に。」と，続けた。

　子どもたちの調子が出てきたところで筆者は子

どもたちが間違わずに学習活動に取り組めるよう

に課題の確認を行った。ワークシート 2 にある

二つの文（シート①，シート②）を使って最後に

それらをまとめた説明文まとめを仕上げるという

課題である。以下に授業記録の一部を掲載する。

T「はい，じゃあ，もう１回，今日することを

確認するよ。2 つあるよ。何と何？」

C3「はい。説明，…。」

T「うん，なんの説明？」

C3・C4「きゅうちゃんが，」

C3「きゅうちゃんが何のみぶりをしているか。」 

C4「それを，説明するの。」

T「そうだね，それが１個ね，（板書の課題の

該当箇所に線を引きながら）手をどうして

いるとか，足をどうしているとか，それを

書くんだよ。で，もう 1 個は何の文を書く

の？」

C2「きゅうちゃんの絵から，」

C4「うごき。」

T「う～ん，うごきは，こっち，みぶりね。み

ぶりともう 1 個。」

C2「何を伝えているか。」

T「そう，こっちだね。」（板書の課題の該当箇

所『何を伝えているか』に線を引く）。じゃあ，

自分で選んだきゅうちゃんを見て，どんな

みぶりなのかやってみてください。」

　そして，前時に行った，吹き出しにセリフを書

き入れたきゅうちゃんの 1 つを貼り付けてある

ワークシート 2 を出すように指示した。そして，

それぞれが選んだきゅうちゃんについて皆で交流
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してから文を書き出すことにした。

C1「わたしが選んだきゅうちゃん，4 番です。」

T「どんなみぶりか，ここにきてやってみてく

れる？」

C1「え～と…。」（いつもは活発な C1 は，こ

の日は皆の前にきてやることを恥ずかしそ

うにして拒んだので無理強いをせずその場

で説明するにとどめた。）

T「あ～，それはいやだ？じゃあ，口で説明し

てみて。」

C1「はい，きゅうちゃんは，駄々をこねてい

ます。」

T「あ～，駄々をこねているきゅうちゃんね。」

C3「駄々をこねるってなあに？」

T「あ～，駄々をこねるね，C1 ちゃん，じゃあ，

これ，教えてあげて。C1 ちゃんの文を読ん

だらわかるから。」

C1「いやだ。いやだ。1 人でお留守番いやだ。

きゅうも行くぅ～。」

T「わかった？」（C3 に尋ねるとうなずく。）「う

～ってやってるんだって，C1 ちゃんはこの

きゅうちゃんを選んで書くんだって。面白

いね。じゃあ，C3 君の教えて。」

C3「1 番。」

T「じゃあ，C3 君，このうごき，やってみて。」

C3（両手を腹部にあてるみぶりをする。）

T「なんて言っているのかな。」

C3「ちょっと，おなかが，かゆくなってきた。」

T「あっ，おなかが，かゆくなってきたって言っ

てるのね。触っているのは，ここ，それど

こ？」

C3「おなか。」

T「ああ，オッケー。いいのができそうだね。じゃ

あ，C ２ちゃん，お願いします。」

C2「はい，えっと，9 番です。」

T「はい，これだね。どんなみぶりかな，C2 ちゃ

ん，やってみられる？」

C2「やあだ。」（小さい声で）

T「そうか。いやだね，はずかしいね。じゃあ，

このきゅうちゃん，なんて言ったの？」

C2「あ～，つかれた，1 回一休み。」

T「ぐうって伸びてるんだ。じゃあ，どんなみ

ぶりなのか言葉でお願いします。」

C2「言ってみる。」

T「言ってみる？どうぞ。」

C2「うんと，疲れて 1 回一休みしてるところ

で寝ちゃったの。」

T「うん，寝ちゃったのね，書くときは，みぶ

りを説明するんだよ。どうやって寝ている

かね。（C2 は頷いて鉛筆を握りしめた。）じゃ

あ，次は C4 君お願い。」

C4「はい。7 番。」（T に促されてどんなみぶ

りかをその場でやってみせてくれた。）

T「じゃあ，なんて言っているの？」」

C4「うん，困ったなあ。」

T「あぁ，困ってるのね。困ったときのみぶり

なんだね。」

――中略――

　各自の選んだきゅうちゃんと，その時のセリフ

を発表し終えたところでそれぞれのみぶりの文を

書く時間とした。6 分間を個人思考の時間として

みぶりを言葉で表し，そのみぶりがどんなことを

伝えているか説明する文を書いた。さらに全体で

交流するためのツールとしてロイロノートを使

用した。ワークシートに書き終わったら各自の

iPad で撮影して教師が指定した提出箱に提出す

るという形を採った。操作の時間に 1 分強程度

費やした。その後，テレビに１人ずつのワークシー

トを映し出して共有した。以下にその様子を一部

紹介する。

C3「手をおなかにあててみぶりを表している。

伝えたいことは，『ちょっとおなかが，かゆ

くなってきた。』です。」

T「C3 君の『手をおなかにあてて』のところ，

ちょっとみんなやってみて。ちょっとどん

なみぶりかやってみて。みんなできるかな ?」

C2「あれ，どっちの手 ?」
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C3（ 両手をお腹の下の方に当てるみぶりをす

る。）

T「あれ，どっちの手かな？ C3 君の文からだ

と，どっちの手なのか書いてないからわか

んないよね。」

C3「あっ，書いてない。」

T「そうだね。みんな，どう，直してあげたら

いいかな。ちょっと考えて。」 

C1「はい，両手をおなかにあてての『両手を』

を付け足すといいと思います。」 

C2「いいと思います。」

T「C1 ちゃん，ありがとう。」

C1「じゃあ，次，C2 さん，お願いします。」

C2「はい，頭を下げて，手を前に出して，足

をぴ～んと伸ばしてる。」

 T「はい。じゃあみんな，このポーズできる？

やってみて。」

C 全員（思い思いにみぶりを作っているが床に

寝転んだ体勢にはなっていない。）

C4「先生，こう ?」（机の上に頬杖をついたポー

ズをしてみせる。）

T「あれえ，C2 ちゃん，こんなになるって。

いい？さあ，みんな，9 番のみぶりになる ?」

C1• ３•4「ならない。」

T「さあ，C2 ちゃん，ならないって。どんな

言葉を付け足したら 9 番のきゅうちゃんに

なるんだろう。」

 ――中略――

　このあと，いろいろな言葉が同時に飛び交い，

C2 のみぶりについては「床に寝て頭を下げて両

手を前に出して足をピンとしている。」に収束し

た。この時は，筆者は特に指示を出さなかったが，

子どもたちは C2 が選んだきゅうちゃんの絵を指

さしてじっくり見てはあれこれ声を出していた。

提示された文から，皆のみぶりが一致しなかった

とき，子どもたちの思考は活性化した。どう言え

ば，どんな言葉を使えば，そのみぶりを言い表せ

るのか，一生懸命に考える姿を見ることができた。

　続いて C4 が選んだきゅうちゃんのみぶりの発

表に移行する。

C4「手を頭に当てて，もう片方の手を腰に当

ててる。」 

Ｔ「みんなやってみて。」

C2「手は腰じゃなくてうしろ。」

T「あぁ，ちょっと後ろの方ね。でもなんとな

く，この説明でこのみぶり，わかるね。C4 君，

言いたいことは，なあに？」

C4「ガラスをわっちゃったぁ。」

C2「C4 さんに質問です。どうしてわっちゃっ

たんですか。」（9）①

T「あ，今はみぶりの文だけ言ってもらうから

どうしてかはわからなくてもいいよ。」（9）②

C2「はい。」

――中略――

　下線（9）①での C2 の質問は，実は C4 の【外

挿】を深めるためには最適なものであった。しか

し（9）②の声掛けによって授業者である筆者が

対話を止めてしまった。これは失敗であった。【外

挿】は絵図に描かれていることを超えて，その絵

図から想像したり推量したりして発展的に考える

処理である。児童が持つ生活経験をフルに活かし

て空想を膨らませ楽しんで行う創造的な営みの機

会を奪ってしまった。

T「では，次，C1 ちゃんの，いきます。」

C1「きゅうちゃん，お留守番 1 人でするのが

いやだから，足と手をバタバタしているし，

頭も左右にふっているところです。」

T「伝えたいことは？」

C1「伝えたいことは『お留守番 1 人でするの

がいや』です。」

C2「左右がいいと思います。」（C2 は C1 の発

言の良いと思うところをすぐ伝えている。）

T「あ，いいね。みんなも左右に振ってみて。」

C 全員「こう。」（と口々に言いながら頭を左右

にふっている動作を繰り返す。）

――中略――
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　ここでも，他の児童から提示された文のとおり

にみぶりをしても皆が同じ動作にならないことが

あった。そのような時は，言葉を変えたり付け足

したりしながら，きゅうちゃんの絵を介して協同

で友達の文を作り上げていく姿が見られた。

　ここまでで，本時の課題のうち，〈みぶりを言

葉で表す文①とそのみぶりが表す内容を説明する

文②〉の 2 つ目までが書けた。最後にこれらを

まとめて，一続きの説明文が書けたら完成である。

子どもたちが各自ワークシートに一続きにまとめ

た文を書き込んでいる間，机間巡視を行った。そ

の際，他の 3 人のまとめ方とは違う C1 のまとめ

方が目に留まった（後述の対話記録，下線（10）

②）。また，C3 が書いたみぶりの説明は，言葉の

代わりをするというよりも，身体的にかゆい箇所

をかくという行為そのものであった。しかし，「か

ゆい」という意思，感情を表しているとみなして

認めることとした。それぞれの完成した文を発表

してもらったものが以下の対話記録である。

T「それじゃあ，書いた文を発表してもらいま

す。」

C2「はい。お店から帰ってきたとき，床に寝て，

頭を下げて両手を前に出してぴ～んと足を

出していると，『ああ，疲れた，一休み。』

ということを伝えることができる。」

Ｔ「お店から帰ってきたときね。はい，いいね。

C2 ちゃんのまとめ，オッケーだよ。じゃあ

次は。C1 ちゃん。」

C1「…わかんなくなっちゃった。」（10）①（C1

は，前出の C2 のまとめた文と自分のまとめ

方が質的に違うことに気づいたのではない

かと思われる。）

T「C1 ちゃん，わかんなくなっちゃったのね，

じゃあ，後で聞くね，先に C4 君の聞くね。」 

C4「はい。…。」

T「どんな時？」

C4「困ったとき…。」

T「あ～，困ったとき。何すると？」

C4「手を頭に当てる，…。」

T「うん。困ったとき，手を頭に当てると？」

C4「困ったとき，手を頭に当てると，『やっ

ちゃった，失敗しちゃった』，…。」

T「『やっちゃった，失敗しちゃった』という

ことを？…伝えることが？」

C4「伝えることができる。」

T「うん，『ということを』って入れたらいい

よ。はい，C4 君のまとめできたね。じゃあ，

C3 君。」

C3「おなかが，かゆくなってきたとき，両手

をおなかに当てる。きゅうちゃんのやって

いることをつたえることができる。」

T「きゅうちゃんのやっていること？おなかが，

かゆいことかな？もう 1 回言ってみて。」

C3「おなかが，かゆくなってきたとき，おな

かに両手を当てているときゅうちゃんがお

なかが，かゆいことを伝えることができる。」

T「そうだね。今度はいいね。さあ，C1 ちゃん，

ちょっと困ってたね。C1 ちゃんのまとめ，

みんなとちょっと違うんだけど，それ，い

いよ。言ってみて。じゃあ，C1 ちゃん，ど

うぞ。」

C1「ことばといっしょにみぶりをつかうとき，

足と手をバタバタさせて，あたまも左右に

ふると，『いやだ。』という意味を伝えるこ

とができる。」（10）②

――後略――

　下線（10）①で「…わかんなくなっちゃった。」

と不安げにつぶやいた C1 のまとめた文（10）② 

は，他の３人とは違うまとめ方になっていた。し

かし，むしろ，C1 が自力で完成させた文は「み

ぶりが言葉や気持ちを表すということを説明する

文」として，わかりやすく，すっきりとした文の

体をなしている。本時で子どもたちにつけさせた

かった〈ひとまとまりの説明文を書く力〉が確実

についたことが確認できた。さらに簡潔明瞭さも

増して，説明文を書く力が最もよく定着したもの

だと考えられる。このようにして 4 人全員が本

時の課題である①みぶりを言語化し，②みぶりが
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伝える意味内容を文に表し，最終的に，③それら

をまとめた説明文を作るという目標に達すること

ができた。完成したワークシート 2 については，

上段に 1 つだけ選んだ吹き出し付ききゅうちゃ

んを貼り付け，ワークシート下段に文を書き入れ

たものを再現した。ふりかえり部分は上段に取り

出し，枠組みして以下に掲載する。

完成した C1 の説明文

　ことばといっしょにみぶりをつかうとき，

足と手をばたばたさせて，あたまも左右にふ

ると，「いやだ。」ということをつたえること

ができる。

完成した C2 の説明文

　おみせにいってかえったとき，ゆかにねて，

あたまをさげてりょう手を前に出して足をぴ

～んとしていると，「あ～つかれた。1 かいひ

とやすみ。」ということをつたえることができ

る。

完成した C3 の説明文

　おなかがかゆくなってきたとき，りょう手

をおなかにあてていると，きゅうちゃんが

「おなかがかゆいこと」をつたえることができ

る。

完成した C4 の説明文

　こまったとき，手をあたまにあてて，もう

かたほうの手をこしにあてると「やっちゃっ

た。しっぱいしちゃった。」ということをつた

えることができる。

みぶりの説明文をシートに書き込んでいる様子

みぶりを実際に体で表現している様子

ロイロノートでワークシートを確認している様子

Ⅳ－４　番外編
　授業を見に来ていた先生たちが帰った後，子ど

もたちから，「先生，さっきのみぶりやりたい。」

との声があり，教室の後ろでみぶり再現大会が繰

り広げられた。

C1「あたしのきゅうちゃんは，駄々をこねて

いるきゅうちゃんです。うわぁ，あ～あ～

あ～，やだやだあ～。」（と言いながら床に

寝転がり，手足をバタバタさせ頭を思い切

り左右に振りながら体を仰向けに回転させ

たり，うつぶせに回転させたりして駄々を

こねているみぶりを力いっぱい演じた。）

C3「ぼくのきゅうちゃんはおなかをおさえて

るきゅうちゃんです。きゅうちゃんが言っ

てるのは，おなかが，かゆいよ～です。」（と

言いながら，両手でおなかの真ん中をポリ

ポリかくみぶりをした。）

C4「こうやって頭かいて，あ～やっちゃった。」

（と言って，困った顔をして見せた。）

C2「わたしのきゅうちゃんは，お店から帰っ

てきたときの，きゅうちゃんです。あ～疲

れた。ちょっとひと休み。」（といってうつ

ぶせになり，両手両足を床に投げ出して顔
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だけ上げてみせた。）

　4 人の子どもたちは非常に張り切って，自分が

選んだきゅうちゃんのみぶりを，自分で考えた

（【外挿】した）状況やセリフを交えて演じてみせ

た。子どもたちにとってきゅうちゃんは，楽しみ

ながら自分たちの思いを体現し合える友達にも

なっていた。

完成した C1 のワークシート２

完成した C2 のワークシート２
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完成した C3 のワークシート２

完成した C4 のワークシート２
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Ⅴ．考察とまとめ
　ここで，「看図アプローチ活用段階」１時間目

に記述した授業対話の中で触れなかった下線（2）

～（4）について言及する。考察する下線番号の

順番が一部前後するが先に下線（3）①②につい

て触れる。

　下線（3）①「困ったなあ，どうしよう。」に

続けて，同じきゅうちゃんの絵を選んだ別の児童

が下線（3）②「あぁあ，どうしよう，困ったな。

友達になれなかった。」とその内容を自分ごとと

して理由づけている。また，この「友達になれな

かった。」と書いた児童（C2）はその前に別のきゅ

うちゃんを選び，下線（2）で「ねえねえ，これ

から仲良くしようよ。」と書いている。1 人の児

童が選んだ別のきゅうちゃんのセリフがどことな

くつながって，あたかも小さなストーリーがそこ

ここにできあがっているように見えた。学習活動

が児童同士の対話で進んでいる。同時に，子ども

たちひとりひとりが自分や仲間と対話している。

友達の考えもつなぎながらお話を作ることで，自

ずと学びを育み，深めていることを物語っている。

説明文を書くことを目指して学習活動に看図アプ

ローチを取り入れたことが，支持的・親和的に授

業が進行することにもなった。これはあたたかい

学級づくりの一翼を担ったとも言える。

　また，下線（4）①「え，どれどれどれ？」で

はこの児童は，友達の発言に興味を示し，どのきゅ 

うちゃんが「100 点取れなかった」と言ってい

るのかを知りたがっている。ここでは，自分の考

え及ばなかったことが友達の発言にあったことで 

C2 はそれを確かめたい衝動に駆られている。対

話記録の下線（4）②で「あ，うちのだ。しょぼ

～んの。」と発言した C2 は「きゅうちゃん導入

の準備活動段階」である「きゅうちゃんをさがせ」

の折に，このきゅうちゃんを「しょぼ～んきゅう

ちゃん」と名づけていた。自分が名づけた「しょ

ぼ～んきゅうちゃん」が C3 によって「100 点取

れなかった」と理由づけされたことに興味を抱い

たのだろう。同じ絵図を介することで友達の考え

を注意深く聴き，自分の考えと比べたり，深めた

りする活動につながっている。

　このように，低学年児にとってきゅうちゃんと

いう等身大ともいえるビジュアルキャラクターを

用いての授業展開は，普段それほど発言の多くな

い児童にも思いを活発に発することの助けとな

る。自分の考えたきゅうちゃんのセリフを張り

切って伝える姿が 1 時間目の対話記録に多く見

られた。その姿から，看図アプローチが意欲的な

学習活動の原動力になっていることが再認識され

る。こうして，様々な【外挿】を行って最終的に

〈「みぶりが言葉や気持ちの代わりとして，ある内

容を示すことができる」というひとまとまりの説

明文〉を全員書くことができた。これは，児童ひ

とりひとりにとって，楽しく，発見のある作文の

完成につながったと言える。

　本研究では，看図アプローチの手法を用いて，

きゅうちゃんというキャラクターのビジュアルテ

キストを使用し，1 年生に，みぶりが表す内容の

簡単な説明文を書く授業を行った。教科書教材に

も説明文には必ず写真や図が，文章とともに載せ

られている。今回は 1 年生の子どもたちになじ

みやすく可愛らしい絵図を使うことで，自分の経

験を想起させつつ，どの児童にも意欲的に文を書

かせることができた。

　看図アプローチでは情報を処理するための 3

つの過程を経て絵図を読み解いていく。その中で

も直接表現されていない情報を推測し想像 • 創造

していく【外挿】の過程では，説明的な文を作る

学習においても，対話的で協同的な学習活動が繰

り広げられることが本研究で実証できた。子ども

たちにとって楽しく意欲的に学べる授業を作るこ

とは教師自身の学びと喜びに直結する。新学習指

導要領にも謳われているように，昨今，学校教育

は「教師が何を教えるか」ではなく，「子どもた

ちがどんなことができるようになったか」を重視

するようになった。このたびの 1 年生の一言ふ

りかえりでは，「きゅうちゃんがなにをやってい

るのかわかった」「きゅうちゃんのみぶりをかく

ことができた。」「きゅうちゃんのみぶりのふきだ

しに，かんがえたことをかけたのでたのしかった
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です。」「みぶりをせつめいする文を，かくことが

できた。」などと，まだまだ拙いながらも，単な

る感想で終わらずに，「自分にできたこと」をしっ

かりと綴っている。子どもたちが確実に「あるこ

とができるようになった」と自ら思える授業は，

教える側も成就感を味わうことができる。看図ア

プローチは学習者 • 授業者双方に成就感をもたら

す。

　看図アプローチの授業について，田中（2022）

は最新の実践報告の中で，「楽しいから看図アプ

ローチで授業を考えるのだが，楽しいだけではな

い。（p.12）」と述べている。確かにそのとおりで

ある。子どもたちには楽しみながら学ばせたい。

学ぶことによってめざす理想の姿に鋭く近づけた

い。理想の姿とは「授業を通してこんな力をつけ

させたい」という力の定着である。子どもたちが

理想の姿に鋭く近づくために，深く考えさせる精

巧な発問作りの鍛錬が教師には必要だと痛感して

いる。
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